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【公開番号】特開2014-183497(P2014-183497A)
【公開日】平成26年9月29日(2014.9.29)
【年通号数】公開・登録公報2014-053
【出願番号】特願2013-57395(P2013-57395)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   7/18     (2006.01)
   Ｅ０２Ｆ   9/26     (2006.01)
   Ｂ６０Ｒ   1/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ    7/18     　　　Ｊ
   Ｅ０２Ｆ    9/26     　　　Ｂ
   Ｂ６０Ｒ    1/00     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成28年2月26日(2016.2.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　作業機械に取り付けられる複数のカメラが撮像する複数の入力画像を用いて出力画像を
生成する作業機械用周辺監視装置であって、
　前記作業機械の周囲にある複数の監視空間のそれぞれにおける人の存否を判定する人存
否判定手段と、
　前記人存否判定手段の判定結果に基づいて出力画像の生成に用いる入力画像を切り換え
る画像生成手段と、を備える、
　作業機械用周辺監視装置。
【請求項２】
　前記画像生成手段は、人が存在すると判定された監視空間に対応する入力画像を用いて
出力画像を生成する、
　請求項１に記載の作業機械用周辺監視装置。
【請求項３】
　人が存在すると判定された複数の監視空間のそれぞれに対応する複数の画像を同時に表
示する、
　請求項１又は２に記載の作業機械用周辺監視装置。
【請求項４】
　前記複数のカメラは、第１カメラ及び第２カメラを含み、
　前記複数の監視空間は、前記第１カメラが撮像可能な第１監視空間、及び、前記第２カ
メラが撮像可能な第２監視空間を含み、
　前記画像生成手段は、前記第１監視空間及び前記第２監視空間に人が存在すると判定さ
れた場合に前記第１カメラの入力画像と前記第２カメラの入力画像とを用いて出力画像を
生成する、
　請求項１に記載の作業機械用周辺監視装置。
【請求項５】
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　前記画像生成手段は、前記第１カメラの入力画像を用いた第１出力画像、及び、前記第
２カメラの入力画像を用いた第２出力画像を生成する、
　請求項４に記載の作業機械用周辺監視装置。
【請求項６】
　複数のカメラのそれぞれが撮像した入力画像である非合成画像、及び、複数の入力画像
から生成される合成画像であり、中央に前記作業機械のＣＧ画像を配置し、且つ、該ＣＧ
画像の周囲に路面画像を配置した合成画像を表示画面に表示可能であり、人の存否の判定
結果に基づいて前記合成画像及び前記非合成画像を同時に或いは個別に表示画面に表示さ
せる、
　請求項１に記載の作業機械用周辺監視装置。
【請求項７】
　人の存否の判定結果に基づいて前記合成画像及び前記非合成画像としてのスルー画像の
何れかを表示画面に表示させる、
　請求項６に記載の作業機械用周辺監視装置。
【請求項８】
　前記複数のカメラは、後方カメラ、左側方カメラ、及び右側方カメラであり、
　前記複数の監視空間は、前記後方カメラが撮像可能な後方監視空間、前記左側方カメラ
が撮像可能な左側方監視空間、及び、前記右側方カメラが撮像可能な右側方監視空間を含
み、
　前記画像生成手段は、
　　前記後方監視空間のみに人が存在すると判定された場合に前記後方カメラの入力画像
を用いて出力画像を生成し、
　　前記左側方監視空間のみに人が存在すると判定された場合に前記左側方カメラの入力
画像を用いて出力画像を生成し、
　　前記右側方監視空間のみに人が存在すると判定された場合に前記右側方カメラの入力
画像を用いて出力画像を生成し、
　　前記後方監視空間、前記左側方監視空間、及び前記右側方監視空間のうちの何れにも
人が存在しないと判定された場合に前記複数の入力画像を用いた周辺監視用仮想視点画像
を出力画像として生成する、
　請求項７に記載の作業機械用周辺監視装置。
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